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ここが 

ポイント 

◆行政課題に事業者が提案する新技術

をマッチングさせ、実証実験を実施

します。 

◆採択された提案に対し、300 万円を

上限に区が実験費用を負担します。

事業費 15,000 千円 
令和６年第２回定例会補正予算額 

 課 長 新技術活用担当  多田 

 ☎   03-3578-2625（直通） 

係 長  企画課 新技術活用担当  杉山 

 ☎   03-3578-2078（直通） 

資料２ 

問合せ 

 「みなと新技術チャレンジ提案制度」は、区の抱える行政課題に事業者等が 

提案する新技術をマッチングさせ、課題解決に向けた実証実験を行う取組です。 

区と事業者等が連携し、新技術を活用して区民サービスの質の向上を目指します。 

 

新技術で区民サービスの質を向上 

みなと新技術チャレンジ提案制度 

令 和 ６年 9 月 2 日

港 区 長 定 例 記 者 発 表

 みなと新技術チャレンジ提案制度 概要 

新技術の例  
  ドローン／メタバース／生成 AI／NFT（非代替性トークン）／XR／ロボット／ 

   デジタルツイン／Web3.0／BIM（BuildingInformation Modeling）／ 

   CIM（ConstructionInformation Modeling）／ブロックチェーン／スターリンク等の

  区が本格導入していない技術 

提 案 主 体  事業者、教育機関、団体 など 

企画提案募集締切  令和６年９月 27 日   

          ※申込書の提出締切は９月 20 日 

実証実験実施期間  令和６年 12 月頃～令和７年３月 

採 択 予 定 件 数   ５件（予定） 

区が補助する額   300 万円／件（上限） 

そ の 他 支 援  区有施設の無償貸出、 

         施設利用者へのアンケート実施 等 

応募から実施までの流れ  
   ① 提案主体は申込書、提案書とプレゼンテーション動画等を区へ提出  
   ② 区にてプロジェクトを審査  
   ③ 実施するプロジェクトを採択（令和６年 10 月 23 日）  
   ④ 区とプロジェクトが採択された事業者で協定締結（令和６年 11 月頃）  
   ⑤ 実証実験の実施（令和６年 12 月以降）  
   ⑥ 事業者から区へ実証実験報告書を提出（令和７年３月） 

 区の行政課題を解決する新技術を活用したプロジェクトを募集し、 

採択されたプロジェクトを実証実験として実施します。 

詳細は 

こちら▶ 

実証実験の結果に応じて 

今後の本格導入を検討 

していきます。 


